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L 　は じめに

　サ ソ マ （Colabis　Saira） の 漁 場 形成機搆 の 解明は，操

業船 に と っ て漁場予測をす るうえ で き わ め て 重要 で あ

る。サ ソ マ は産卵位置から稚仔 。幼魚 ・未成魚 と成長 し

な が ら 北上回遊 し ， 成 魚 と な っ て 産卵南 下 期 に 漁場 形成

す る。漁場予測 に は，一
連 の 回 遊経路 の 解明 と海況 との

関連 を究 明 す る こ とが 必要不 可欠で ある。特にサ ン マ と

海況 との 関 連 は ，卵 。稚仔 の 生 き残 りや 寿命 が 1年 説

（Watanabe　 et　 al．，1988）か ら 2．5年説 （巣山ほ か ，

1992）な ど短 い こ とか ら も 魚体 に も影響し，資源 と関

係す る。ま た ，北上期の 分布 と海況 との関連は，南下初

期の 漁場形 成 に 関 係 し，漁場予測 と して 重要で ある。

　本報告は，サ ン マ 回 遊 と海況 との 関連を 過 去 の知見に

新 しい 見解を加 え も う
一

度整理 し，サ ソ マ 魚群探査に 役

立 て よ う とす る もの で あ る。

2．サ ン マ の 漁場形 成

　サ ン マ の 南 下 期 の 漁場形成は，親潮分枝の 挙動 に深 い

係わ りを もち （四 之宮ほ か ，1993），「サ ン マ は 寒 流 に

の っ て 南下 す る」 と も言 わ れ て い る。また ， サ ソ マ 群 が

分布す る 海域 は，鉛 直 安 定 度 が 大 き くそ の 下層 50m 層

に 2℃ 以下 の 中冷水 の 湧昇域 に 当 た っ て い る （福島，

1980）。一
方，人工 衛星画像の 出現は ，漁獲の あ っ た時

点で の 客観的 な海況状態 を瞬時に 知 る こ とが で き，漁場

形成条件 が 明 確 に 示 さ れ る （岡 田 ほ か ，ユ983）。こ れ に

よ る と，サ ソ マ 漁場は沿岸域 を南下 す る親潮第 1分枝

の 先端部や三 陸沖暖水塊 や釧路沖暖水塊に巻 き込 まれ た

細長 い 親潮第 2・3分枝 （コ
ール ドス トリ

ー
マ ） の 先 端

部 に 形成 さ れ て い た （為 石 ，1985）。

3．サ ン マ 北上群と海況

　 サ ソ マ の 北上群 と海況 との 関連 は，こ の 時期 に群 の 形

成が 薄 い こ とか ら漁場 と して 成 り立 た な い ため，ほ とん

ど明確に示され て い な い
。

一
般的 に，魚 と環境 との関係

は で き るだ け短時間の 資料 に よ り，同 調を得 て解析す る

こ と が大 切 で あ る （福島，1980）。
こ れ らの こ とを 考慮

し，荻城県水 産試験場が実施 した 刺 し網 に よ る北上期 。

索餌期調査結果 （1991〜1998） と衛星画像を対応させ，

北上期 の サ ンマ 群 の 海況条件を解析 した。
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　　こ れ に よ る と，サ ソ マ 群は 黒潮本流域の や や南側で 産

　卵を終 え，稚仔と と もに黒 潮続流域 に 入 り東北海域 を北

　上 す る。こ の 時，暖水塊へ 入 り込 む右旋流の 暖水 ス トリ

　
ー

マ を利用 す る。さ ら に こ の 暖水塊の 北側か ら伸 び る 暖

　水 ス トリーマ を利 用 して ，釧路沖 ・ 工 トロ フ 沖暖水塊 の

北端部 へ 達す る 。

　　日本近海の南下期漁獲量 は，北上 期 の 回 遊経路 に左右

さ れ，多 くの 海況要 因 に 関係 して い る 。 漁獲量を多 くす

　る 海況要 因 と して 何 が も っ とも重要 か，6 月の 海況 要因

　を利 用 して ニ ュ
ー

ラ ル ネ ッ トワーク解析を試み ， シ ナプ

ス 荷重 値 に よ りそ の 原因を検討 した 。 こ れ に よ る と，沿

岸 を 北 上 しやす い 条件 ， すなわ ち 6 月 に 親潮第 1 分枝
が 大 き く後退 し，親潮第 2 分枝 が や や南下 して い る状
態 が適 して い る。また，三 陸沖暖水塊は接岸 し，釧路沖
暖水塊 は や や沖側 に南偏して い る状 態 が，北上期の サン

マ 群 に は よ い こ と を示 した。
4． 北上期と南下期移行過程 の検討

　北 上 した サ ン マ が どの 海域 で 親潮水域 へ 移行す る か

は，初期 漁 場 形 成 に 関係 し ， ひ い て は 漁獲量 に も影響す

る 重要項 目で ある。千島列島水域 に お い て サ ン マ 北上 先

端群が暖水 ス トリーマ や 暖水域北部 に 分布して い る こ と

は ，多 くの 報 告 が あ る （福 島 ，1980，和 田 ほ か ，
1982）。 こ れ に よる と，表層水 温は 10〜18℃ と幅広 い

が，サ ソ マ 遊泳層 の 25m の 水温は 8℃ の 等温線に 沿・，
て サ ン マ 群が 分布 して い る傾向が ある。また，千 島列島
付近 で は，暖水の 張 り出 しが 列 島 南部 ・中部よ りに北上

す る と き に は，魚群が安定 して集群 し，操業結果 も良好

で あ っ た が。列島北部沖合寄りを北上 す る と きに は ， 沖

合を南下 して しまう （ノ ビ コ フ ほ か ， 1991）。

　
一

方，こ の 時期 に サ ン マ 群 は 北 上 か ら南下 に 移行 す

る 。 こ の 移行回遊の 条件は 南下 群 に 移行 した 群 が依然 と

して 未成熟固体が 多 い こ とか ら ， 索餌条件の 変化 に よる

と 考 え られ る。す な わ ち，餌の 条件が暖水側か ら冷水 側

へ 移行 した こ とに伴う魚群の 移動 と考 え られ る 。
こ の状

態 は，1998 年の 水色衛星 SeaWiFS の 画像に よ っ て 確

認で きた 。 すなわち，8 月中旬の 画像で は ， 暖水塊 周 辺

の 暖 水 側 に ク ロ ロ フ ィ ル
ーa が 多 く，9 月中旬に は 暖 水

塊 外 側 の 親潮冷水 側 で ク ロ ロ フ ／ ル ーa は多 くな っ て

い た。

5． お わ りに

　従来 ， サン マ の 回遊経路 は 直線的 に描 か れ て い た が，

今後は 海況条件 に伴う回遊経路 を描 くべ きで あ る （図
1）。 こ れ に よ り ， 海況条件 を考慮した 短期 の 漁場予測

が 可 能とな ろ う。
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